
陰イオン−

陽イオン+ ハロゲン化物イオンが電⼦を失い、ハロゲン単体が発⽣陽極反応

⽔溶液中の陰イオン： Clି、Brି、Iି

ハロゲン化物イオン

電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）
※電⼦を得る

（酸化反応）
※電⼦を失う

−
+

⽔溶液

⾦属析出ハロゲン単体発⽣

陽極材質： Pt、Au、C

⽔溶液中の陽イオン： Cuଶା、Agା、 Pbଶା

イオン化傾向 ⼩

⾦属陽イオンが電⼦を得て、⾦属が析出陰極反応

電⼦ eି

※溶けない
アノード反応

(アノード) (カソード)

カソード反応



電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

⽔溶液

Cu析出（銅メッキ）Clଶ 発⽣

⽔溶液： CuClଶ → Cuଶା ൅ 2Clି
電離

陽イオン

陰イオン

電⼦

−

+ Cuଶା

Clି

陽極反応

陰極反応

2Clି → Clଶ ൅ 2eି

Cuଶା ൅ 2eି → Cu
析出

発⽣

電極材質： C

CuClଶaq

eି

−
+



電⼦

陽イオン+

陽極材質： Pt、Au、C ※溶けない

⽔溶液中の陽イオン： Cuଶା、Agା

イオン化傾向 ⼩

⾦属陽イオンが電⼦を得て、⾦属が析出陰極反応

⽔溶液中の陰イオン： SOସ
ଶି、 NOଷ

ି

ハロゲン化物イオンを含まない

陽極反応 HଶOが電⼦を失い、Oଶが発⽣する。

2HଶO → Oଶ ൅ 4eି+ 4Hା
発⽣

電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

+
+

⽔溶液

⾦属析出Oଶ 発⽣

＋ Hାイオン

eି



⽔溶液： AgNOଷ→ Agା ൅ NOଷ
ି

電離

陽イオン

電⼦

＋

+ Agା

Hାイオン

陽極反応

陰極反応 Agା ൅ eି → Ag
析出

電極材質： Pt

電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

+
+

⽔溶液

Oଶ 発⽣

2HଶO → Oଶ ൅ 4eି+ 4Hା
発⽣

Ag析出（銀メッキ）

AgNOଷaq

eି



⽔溶液中の陽イオン： Kା、Naା

イオン化傾向 ⼤

HଶOが電⼦を受け取りHଶが発⽣する。陰極反応

2HଶO ൅ 2eି → Hଶ ൅ 2OHି
発⽣

陽極材質： Pt、Au、C ※溶けない

OHିが電⼦を失い、 Oଶが発⽣陽極反応

4OHି → Oଶ ൅ 4eି+ 2HଶO
発⽣

電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

−

⽔溶液

Hଶ 発⽣Oଶ 発⽣

− OH−イオン

−

OHି⽔溶液中の陰イオン： アルカリ性

電⼦ eି



⽔溶液： NaOH → Naା ൅ OHି
電離

電極材質： Pt

電⼦

−

陰極反応

陽極反応

電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

−

⽔溶液

Hଶ 発⽣Oଶ 発⽣

OH−イオン

−

NaOHaq

2HଶO ൅ 2eି → Hଶ ൅ 2OHି
発⽣

4OHି → Oଶ ൅ 4eି+ 2HଶO
発⽣

eି



陽イオン+ 電極⾦属が電⼦を失い、陽イオンとなって溶解陽極反応

陽極材質：
(Pt、Au、C以外の⾦属)
Cu、Ag、Pb等

電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

⾦属溶解 +

⽔溶液中の陰イオン： SOସ
ଶି、 NOଷ

ି

ハロゲン化物イオンを含まない

Hାが電⼦を受け取りHଶが発⽣する。陰極反応

2Hା ൅ 2eି → Hଶ

発⽣

＋ Hାイオン

電⼦ eି

⽔溶液

Hଶ 発⽣

+
⽔溶液中の陽イオン： Hା 酸性



陽イオン

電⼦

+

陰極反応

陽極反応 Cu → Cuଶା ൅ 2eି
溶解

電極材質： Cu

⽔溶液： HଶSOସ→ 2Hା ൅ SOସ
ଶି

電離

Cuଶା

電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

⾦属溶解 +

⽔溶液

Hଶ 発⽣

+

HଶSOସaq

2Hା ൅ 2eି → Hଶ

発⽣eି



電気化学（１） 《電気分解》

＋ −

陽極 陰極

電流 𝐼[A]

（還元反応）（酸化反応）
※電⼦を得る※電⼦を失う

Cu析出Cu溶解

陽イオン

電⼦

+

+

⽔溶液

陰極反応

陽極反応

Cuଶା ൅ 2eି → Cu
析出

Cu → Cuଶା ൅ 2eି
溶解

電極材質： Cu

CuSOସaq

⽔溶液： CuSOସ→ Cuଶା ൅ SOସ
ଶି

電離

Cuଶା

+

eି



電気化学（１）

𝑤 ൌ
𝑚

96500𝑛・ 𝐼・𝑡

1[mol]の物質を発⽣(⼜は溶解) するために必要な電⼦の数は、 6.022 ൈ 10ଶଷ ൈ 𝑛[個]

原⼦量𝑚の1[mol]の物質の質量は、𝑚[g]なので、
電気分解で、発⽣（または溶解） する物質の質量𝑤 [g]は、

1[mol]の物質中の原⼦の数は、6.022 ൈ 10ଶଷ[個]

原⼦価𝑛の原⼦1個が電気分解で、発⽣(⼜は溶解)するときに必要な電⼦の数は𝑛[個]
（ 原⼦価は、1つの原⼦がつくる共有結合の数であり、不対電⼦の数に等しい）

↓

↓
電⼦1個の電荷は、 1.6022 ൈ 10ିଵଽ [C]なので、
1[mol]の物質を発⽣ (⼜は溶解) するために必要な電荷は、 6.022 ൈ 10ଶଷ ൈ 𝑛 ൈ  1.6022 ൈ 10ିଵଽ ≒ 96500𝑛[C]

↓
電気分解で流した電流の⼤きさを𝐼[A]、流した時間を𝑡[秒]とすると、流れた電荷の総量は、 𝐼・𝑡[C]なので、

1
96500𝑛・ 𝐼・𝑡 [mol]の物質が発⽣ (⼜は溶解) する。

↓

で求めることができる。

𝑛：原⼦価

𝑚：原⼦量[g/mol]

𝐼：電流[A]
𝑡：電流を流した時間[秒]

𝑤：発⽣(⼜は溶解)した
物質の質量[g]

ファラデー定数：
96500[C/mol]

《電気分解》


